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ま
ず
、自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
高
知
県
柏
島（
か

し
わ
じ
ま
・
周
囲
４
㎞
の
島
）
で
生
ま
れ
、
縁
あ
っ
て
、
漁
船
保
険
組

合
に
入
会
し
て
早
い
も
の
で
40
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
来
ら

れ
た
の
は
、
皆
様
の
お
陰
だ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
「
よ
う
そ
ろ
」
の
話
が
あ
り
、
何
を
書
け
ば
よ
い
か

迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、健
康
管
理
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
ま
で
、私
は
ま
だ
ま
だ
健
康
体
で
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、昨
年
の
健
康
診
断
に
引
っ

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
循
環
器
系
と
消
化
器
系
が
Ｅ
判
定
（
要
検
査
）
で
、
こ
れ
は
大
変
だ
！

と
思
い
、
早
速
、
再
検
査
の
為
病
院
へ
、
循
環
器
系
は
Ｃ
Ｔ
検
査
、
消
化
器
系
は
内
視
鏡
カ
メ
ラ
で

の
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
異
状
な
し
（
大
丈
夫
）
で
あ
っ
た
の
で
胸
を
撫
で
お
ろ
し

ま
し
た
。

　

生
ま
れ
て
か
ら
58
年
以
上
使
用
し
て
い
る
の
で
、
体
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ガ
タ
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
こ
と
を
機
会
に
生
活
習
慣
の
見
直
し
（
暴
飲
暴
食
や
め
、
早
寝

早
起
き
・
適
度
な
運
動
）
を
行
い
、
自
分
の
体
は
自
分
で
守
る
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
の
で
、
健
康
管
理
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
目
標
と
し
て
、
ま
ず
は
《
食
》
か
ら
、
量
を
減
ら
し
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
材
を
摂
り
な

が
ら
、
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
、
健
康
食
品
の
本
に
載
っ
て
い
た
次
の
言
葉
を
揚
げ
、
家
内
の
協
力

を
得
て
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
…
…《
マ
・
ゴ
・
ワ
・
ヤ
・
サ
・
シ
・
イ
》
で
す
。

　

＊
マ
は
…
…
豆
類
（
タ
ン
パ
ク
質
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
）

　

＊
ゴ
は
…
…
ゴ
マ
類
（
老
化
の
原
因
と
な
る
活
性
酸
素
を
防
ぐ
）

　

＊
ワ
は
…
…
ワ
カ
メ
（
海
藻
）
類
（
カ
ル
シ
ウ
ム
豊
富
な
ア
ル
カ
リ
食
品
）

　

＊
ヤ
は
…
…
野
菜
類
（
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
）

　

＊
サ
は
…
…
魚
類
・
青
魚
（
低
脂
肪
の
タ
ン
パ
ク
源
で
体
を
温
め
る
）

　

＊
シ
は
…
…
シ
イ
タ
ケ
き
の
こ
類
（
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
）

　

＊
イ
は
…
…
芋
類
（
腸
内
環
境
を
整
え
る
食
物
繊
維
が
豊
富
）

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
出
来
る
だ
け
多
く
摂
る
よ
う
に
心
が
け
、『
体
づ
く
り
と
心
の

健
康
』
に
気
を
つ
け
て
、
ご
先
祖
様
か
ら
預
か
っ
た
体
を
大
切
に
し
、
仕
事
・
遊
び
等
に
邁
進
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
、
頑
張
る
ぞ
！

表紙の言葉
「灘黒岩水仙郷」（南あわじ市）

No.712   February. 2016

	 ２	 ようそろ
	 ３	 第40回	淡路のり品評会
	 ４	 前田	若男氏・山口	徹夫氏	兵庫県自治賞	受賞
	 	 （一社）播磨漁友会臨時総会
	 ５	 第53回	淡路農林水産祭
	 ６	 兵庫県・海南省友好提携25周年記念事業
	 	 県民交流団で漁業代表が参加
	 ８	 明石海峡安全対策協議会
	 	 平成28年度	兵庫県漁村子弟育英生募集
	 ９	 税務署からのお知らせ
	 10	 大型船シミュレーター研修
	 	 海難事故をなくそう
	 11	 平成27年度「ひょうご海の子作品展」作文部門
	 12	 兵庫JCC通信
	 13	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
	 14	 平成27年度「ひょうご海の子作品展」絵画部門

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

「
健
康
管
理
」
に
つ
い
て

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合 

審
査
課
長　

吉 

本　
　

 

生

　南あわじ市の灘黒岩水仙郷は、淡路島最高峰の諭鶴羽
山（標高607.9ｍ）から海へと続く45度の急傾斜面一帯（約
７ヘクタール）に、約500万本もの野生の水仙が咲くこと
で知られています。
　花は一重咲きのニホンスイセンが中心で、僅かに八重咲
きの花も混ざり、12月下旬から翌年の２月下旬までの間、
訪れる人を綺麗な花と甘い香りで楽しませてくれます。
　ここの花は、約180年前に付近の漁師が海岸に漂着した
球根を山に植えたところ、少しずつ繁殖したといわれてい
ます。流れ着いた球根が咲かせる花は“海からの贈り物”な
のでしょうね。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

（
一
社
）淡
路
水
交
会

　
（
一
社
）
淡
路
水
交
会
（
東
根 

壽
会
長
）
主
催
に
よ

る
淡
路
の
り
品
評
会
は
、
生
産
者
の
意
識
の
向
上
と
生

産
技
術
の
研
鑽
を
図
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
回
も
12
月
上
旬
か
ら
１
月
上
旬
ま
で
に
、
島
内

で
生
産
さ
れ
た
乾
の
り
に
つ
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
今
年
で
40
回
目
と
な
る
こ
の
品
評
会
は
、
２
月
３
日

（
水
） 

洲
本
市
の
淡
路
水
産
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

系
統
団
体
、
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所
の
関
係
者

ら
10
名
の
審
査
員
が
、
応
募
の
あ
っ
た
83
点
の
中
か
ら

第
一
次
審
査
で
選
ば
れ
た
50
点
を
対
象
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
も
良
い
出
来
栄
え
の
ノ
リ
が
出
揃
っ
た

た
め
、
審
査
員
ら
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
、
審
査
員
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
海
藻
事

業
本
部 

高
瀬 

博
文
本
部
長
が
「
生
産
開
始
が
遅
れ
て

は
い
た
が
、
良
い
ノ
リ
が
出
揃
っ
た
。
今
後
も
、“
淡

路
の
り
”
が
漁
期
を
と
お
し
て
順
調
に
生
産
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
、
最
上
位
の

兵
庫
県
知
事
賞
は
桑
名
水
産
（
Ｊ
Ｆ
育
波
浦
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。（
別
表
参
照
）

　
な
お
、
今
回
も
出
品
さ
れ
た
ノ
リ
は
す
べ
て
味
付
け

加
工
し
て
、
福
祉
施
設
等
に
無
料
配
布
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

どのノリも品質は良く、審査は難しかったようです

			第40回		淡路のり品評会審査結果表 （敬称略）

賞	の	区	分 漁協名 経営体名 代表者名 賞	の	区	分	 漁協名 経営体名 代表者名

兵 庫 県 知 事 賞 育波浦 桑名水産 桑名　幸充

兵 庫 県 漁 業 共 済 組 合 長 賞

津名 中野水産 中野　隆次

兵 庫 県 議 会 議 長 賞 室津浦 こんや水産 松下　時久 一宮町（郡家） 丸石水産 石上　敏弘

兵 庫 県 淡 路 県 民 局 長 賞 仮屋 新平水産 相田　和民 一宮町（郡家） ◯福  水 産 石上　和利

兵庫県漁業協同組合連合会長賞 五色町 五色水産 松下　幸夫

共 水 連 兵 庫 県 事 務 所 長 賞

浅野浦 河野水産 河野秀二郎

兵庫県立農林水産技術総合センター所長賞 育波浦 柳川水産 柳川　杉雄 育波浦 内山水産 内山　充司

兵庫県淡路県民局洲本農林水産振興事務所長賞 森 和四郎水産 森　　博司 一宮町（郡家） 寿 水 産 松本　秀樹

島 内 市 長 賞

洲本市長賞 五色町 大橋水産 大橋　盛夫

兵庫県内海漁船保険組合長賞

一宮町（郡家） 伊藤水産 伊藤　健吾

淡路市長賞 仮屋 岡田水産 岡田　光司 育波浦 柿本水産 柿本　幸久

南あわじ市長賞 南淡 北西水産 北本　　勉 洲本炬口 ちくば水産 竹岡　千尋

兵庫県信用漁業協同組合連合会長賞

森 安啓水産 畠田　安啓

一 般 社 団 法 人 淡 路 水 交 会 長 賞

一宮町（江井） 二宮水産 二宮　茂嘉

森 丸竹水産 畠田　国男 富島 福吉水産 西條　和明

育波浦 内海水産 内海　春樹 室津浦 丸喜水産 望月　嘉人

第
40
回 

淡
路
の
り
品
評
会 

開
催
!!

　

～
優
秀
品
24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
～
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
１
月
と
は
思
え
な
い
暖
冬
の
な
か
、
新
年
松
の
内

の
１
月
15
日
（
金
）、
一
般
社
団
法
人
播
磨
漁
友
会

（
井
上　
仁
会
長
）
の
臨
時
総
会
が
姫
路
市
内
の
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
の
播
磨
地
区
16
漁
協
の
組

合
長
と
来
賓
の
行
政
、
系
統
団
体
の
代
表
ら
29
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
同
会
は
新
法
人
移
行
後
も
毎
年
こ

の
時
期
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
当
該
年
度
補
正
予

算
案
及
び
次
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、
会
費

徴
収
案
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
も
井
上
理
事

長
が
議
長
と
な
り
、
3
議
案
は
総
て
全
会
一
致
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
井
上
会
長
は
、
新

年
の
祝
意
を
述
べ
た
あ
と
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
合
意
で
農

産
品
の
影
響
ば
か
り
が
報
道
さ
れ
、
話
題
に
な
る

が
、
水
産
業
へ
の
影
響
も
甚
大
だ
と
い
う
こ
と
を
、

も
っ
と
国
民
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
ま
た
「
先
日
も
淡

路
で
不
幸
な
事
故
が
起
こ
っ
た
。
組
合
員
の
安
全
操

業
を
し
っ
か
り
指
導
し
て
ほ
し
い
。
今
年
一
年
、
安

全
で
豊
か
に
、
明
る
い
浜
を
願
っ
て
い
る
」
と
挨

拶
。
こ
の
あ
と
来
賓
出
席
者
を
代
表
し
て
兵
庫
県
水

産
課 
小
林 

孝
司
課
長
が
「
今
ほ
ど
、
地
方
に
目
が

向
い
て
い
る
時
期
は
な
い
。
地
方
の
資
源
を
活
用
し

て
浜
の
活
性
を
図
っ
て
ほ
し
い
」、
ま
た
、
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連 

山
田 
隆
義
会
長
が
「
瀬
戸
内
法
は
改
正
さ

れ
た
が
海
は
す
ぐ
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
湾
灘
協
議
会
で
の
議
論
と
な
る
が
、
他
府
県
が

殆
ど
動
か
な
い
な
か
、
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
国
の
漁
業
振
興
メ
ニ
ュ
ー
も
大
い

に
活
用
し
浜
の
活
性
に
努
め
よ
う
。
こ
こ
で
立
ち
止

ま
っ
た
ら
ダ
メ
だ
。
資
源
管
理
に
一
層
努
力
し
、又
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
浮
力
カ
ッ
パ
の
着
用
を
今
一

度
、
組
合
内
で
し
っ
か
り
普
及
指
導
さ
れ
、
安
全
操

業
に
努
め
て
ほ
し
い
。
次
の
世
代
に
魅
力
あ
る
漁
業

を
引
き
継
ぐ
の
が
我
々
の
役
割
だ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
挨

拶
さ
れ
ま
し
た
。 

（
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）

（
一
社
）播
磨
漁
友
会
臨
時
総
会
終
わ
る

　淡路地区と神戸地区の平成27年度兵
庫県自治賞受賞者が発表されました。
　淡路地区は前田 若男氏（ＪＦ福良組
合長）が受賞され、１月15日（金）開
催の第53回淡路農林漁業祭において表
彰されました。
　神戸地区では山口 徹夫氏（ＪＦ兵庫
漁連専務）が、２月１日（月）に神戸市
内のホテルにおいて表彰を受けました。
　心よりお慶び申し上げます。

前田 若男氏・山口 徹夫氏が兵庫県自治賞を受賞

山口 徹夫氏（ＪＦ兵庫漁連専務理事）前田 若男氏（ＪＦ福良代表理事組合長）
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１
月
15
日
（
金
）、

淡
路
島
の
豊
作
豊
漁

を
祈
願
し
、
農
林
水

産
業
の
振
興
を
目
的

と
し
た
淡
路
農
林
水

産
祭
が
淡
路
市
多
賀

の
伊
弉
諾
神
宮
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
53
回
と
な
る
今
年

は
、
穏
や
か
な
天
気

に
恵
ま
れ
た
た
め

か
、
平
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
約
１
万
６
千

人
の
人
出
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、

今
年
一
年
の

豊
作
と
豊
漁
を
祈
願
す
る
「
農
林

水
産
物
豊
穣
豊
漁
祈
願
祭
」
が
系

統
団
体
や
行
政
機
関
の
代
表
者

等
が
参
列
す
る
な
か
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
兵
庫
県
自
治

賞
等
の
表
彰
が
あ
り
、「
淡
路
島

3
年
と
ら
ふ
ぐ
」
の
ブ
ラ
ン
ド

確
立
や
地
域
貢
献
に
努
め
ら
れ

た
Ｊ
Ｆ
福
良 

前
田 

若
男
組
合
長

（
所
用
の
た
め
欠
席
）
に
兵
庫
県

自
治
賞
が
授
与
さ
れ
た
ほ
か
、
農

林
水
産
功
労
者
と
し
て
、
組
合
運

営
や
地
域
の
漁
業
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
堀 

秀
明
氏
（
Ｊ
Ｆ
南
あ

わ
じ
）、
保
田 

友
也
氏
（
Ｊ
Ｆ
津

名
）、
中
村 

高
治
氏
（
Ｊ
Ｆ
由
良

町
）
の
3
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー

ル
水
産
加
工
品
（
の
り
）
の
部
で
、
Ｊ

Ｆ
育
波
浦
の
柳
川
水
産
に
知
事
賞
（
金

賞
）、
Ｊ
Ｆ
津
名
の
中
野
水
産
に
議
長

賞
（
金
賞
）
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
島
内
各
地
で
生
産

さ
れ
た
農
林
水
産
物
の
販
売
・
展
示
が

行
わ
れ
ま
し
た
。（
一
社
）
淡
路
水
交

会
は
チ
リ
メ
ン
、
ノ
リ
な
ど
の
水
産
物

加
工
品
を
販
売
し
た
ほ
か
、
毎
年
恒
例

の
淡
路
地
区
農
漁
村
女
性
組
織
連
絡
会

に
よ
る
淡
路
の
伝
統
料
理「
ち
ょ
ぼ
汁
」

が
振
る
ま
わ
れ
て
人
気
を
集
め
て
い
ま

し
た
。 （
文
：
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
）多くの来場で賑わいました

【当日、表彰を受けられた方】	 （敬称略）
氏　　　名 所　　属

兵庫県自治賞 前田　若男 ＪＦ福良
農林水産功労賞 堀　　秀明 ＪＦ南あわじ
農林水産功労賞 保田　友也 ＪＦ津名
農林水産功労賞（広域） 中村　高治 ＪＦ由良町
金賞（知事賞）

（第39回淡路のり品評会）
柳川水産

（柳川 杉雄代表） ＪＦ育波浦

金賞（議長賞）
（第39回淡路のり品評会）

中野水産
（中野 隆次代表） ＪＦ津名

第53回 淡路農林水産祭 開催 ！
　～約16,000人の人出で賑わう～

保田 友也さん 堀　 秀明さん

中村 高治さん柳川水産（知事賞）中野水産（議長賞）
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
昨
年
11
月
、
兵
庫
県
と
海
南
省
が
友
好

提
携
を
締
結
し
て
25
周
年
を
迎
え
、
こ
の

記
念
式
典
が
海
南
省
海
口
市
で
行
わ
れ
、

兵
庫
県 

井
戸 

敏
三
知
事
を
総
団
長
と
す

る
各
界
代
表
ら
75
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

訪
問
団
は
知
事
団
、
県
議
会
、
関
西
広
域

連
合
等
か
ら
産
官
学
関
係
者
ら
で
編
成

し
、
水
産
代
表
２
名
は
兵
庫
県
国
際
交
流

協
会
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
）
が
主

催
し
た
兵
庫
県
民
交
流

団
の
一
員
で
参
加
し
ま

し
た
。（
一
財
）
兵
庫

県
水
産
振
興
基
金
（
山

田 

隆
義
理
事
長
）
で

は
、
水
産
新
領
域
調
査

交
流
事
業
の
一
環
で
、

先
の
ブ
ラ
ジ
ル
・
パ
ラ

ナ
州
友
好
提
携
45
周
年

記
念
事
業
に
続
き
参
加

し
ま
し
た
。
今
回
参
加

し
た
の
は
当
基
金
監
事

の
Ｊ
Ｆ
兵
庫 

糸
谷 

安

一
組
合
長
と
戸
田
の
２

人
で
す
。
日
本
か
ら
の

直
行
便
は
無
く
、
香
港

経
由
で
約
６
時
間
を
か

け
て
最
初
の
訪
問
地
で

あ
る
海
口
に
入
り
ま
し

た
。

　
県
と
海
南
省
の
友
好

提
携
は
中
国
国
務
院
か

ら
許
可
が
下
り
た
１
９
９
０
年
に
調
印
さ

れ
て
以
後
、
教
育
・
文
化
等
の
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
海
南
省
は
中
国
最
南
端
に
位
置
し
、
西

に
は
ト
ン
キ
ン
湾
を
隔
て
て
ベ
ト
ナ
ム
が

あ
り
、
南
シ
ナ
海
で
は
西
沙
諸
島
、
南
沙

諸
島
を
巡
り
近
隣
諸
国
と
領
土
問
題
が
あ

る
と
い
う
地
理
状
況
は
複
雑
で
す
。
全
島

は
経
済
特
区
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
中
国

の
対
外
進
出
拠
点
と
し
て
役
割
も
重
要

兵
庫
県
・
海
南
省
友
好
提
携
25 
周
年
記
念
事
業

　

県
民
交
流
団
で
漁
業
代
表
が
参
加
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で
す
。
気
候
は
ハ
ワ
イ
と
同
緯
度
で
熱
帯

域
に
あ
り
、
最
南
端
の
三
亜
市
は
「
東
洋

の
ハ
ワ
イ
」
と
も
い
わ
れ
、
年
中
海
水
浴

が
可
能
な
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
型
観
光
都
市
と

な
っ
て
い
ま
す
。人
口
は
８
９
５
万
人（
兵

庫
県
５
５
０
万
人
）、
面
積
は
約
35
千
㎢

（
兵
庫
県
約
84
百
㎢
）、
産
業
は
農
業
の
ほ

か
、
ゴ
ム
、
椰
子
、
コ
ー
ヒ
ー
、
胡
椒
な

ど
産
品
や
繊
維
、
ゴ
ム
工
業
等
が
盛
ん
で

す
。

　
県
民
交
流
団
は
、
11
月
23
日
（
月
）
か

ら
27
日
（
金
）
ま
で
の
４
泊
５
日
の
日
程

で
中
国
海
南
省
海
口
市
、三
亜
市
を
訪
れ
、

記
念
行
事
へ
の
参
加
や
地
元
学
生
ら
と
の

交
流
、
商
談
と
情
報
交
換
会
、
市
場
調
査

な
ど
の
ほ
か
、
南
シ
ナ
海
を
望
む
中
国
最

南
端
の
地
や
文
化
遺
産
「
天
涯
海
角
」
を

訪
れ
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

〔
調
印
式
〕
兵
庫
県
・
海
南
省
友
好
提
携

25
周
年
記
念
調
印
式
は
、
25
日
午
後
、

海
口
市
内
の
ホ
テ
ル
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
で

行
わ
れ
、
井
戸
知
事
と
同
省 

劉 

賜
貴

人
民
政
府
省
長
に
よ
る
共
同
声
明
の
署

名
が
お
こ
な
わ
れ
た
後
、
記
念
交
歓
会

が
あ
り
両
国
関
係
者
は
友
好
の
絆
を
深

め
ま
し
た
。

〔
懇
談
〕
今
回
の
訪
問
で
は
産
業
商
談
や

市
場
調
査
で
省
関
係
者
と
懇
談
す
る
機

会
が
あ
り
、私
達
は
品
川
水
産
㈱
、（
有
）

播
磨
海
洋
牧
場
の
代
表
者
ら
と
と
も
に

海
南
省
や
文
昌
市
（
常
委
）
の
経
済
団

体
等
で
要
職
に
あ
る
周 

勤
富
氏
と
面

談
し
ま
し
た
。
同
氏
は
諸
企
業
等
の
運

営
に
関
わ
る
傍
ら
、
中
国
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
企
業
と
し
て
、
唯
一
、
国
営
で

な
く
総
て
個
人
出
資

の
企
業
体
で
テ
ラ
ピ

ア
養
殖
等
を
行
い
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
Ａ
Ｓ

Ｃ
基
準
を
獲
得
な
ど

輸
出
も
手
広
く
や
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

同
島
の
水
産
業
や
消

費
市
場
、環
境
対
策
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
意
見
等

話
を
聞
い
た
が
、
残

念
な
が
ら
時
間
切
れ

と
な
り
ま
し
た
。

〔
草
の
根
交
流
〕
海
南

師
範
大
学
日
本
語

科 

林 

明
懐
講
師
と

同
科
学
生
ら
10
名
と

会
食
交
流
を
し
ま
し

た
。
学
生
諸
氏
は
そ

れ
ぞ
れ
日
本
文
化
に

関
心
深
く
「
出
来
れ
ば
日
本
で
仕
事

を
し
た
い
」
と
懸
命
に
日
本
語
を
勉
強

し
て
い
る
と
い
う
純
な
ひ
た
む
き
さ
に

頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
同
席
の
講
師
と

学
生
２
人
に
道
案
内
を
お
願
い
し
、
海

口
市
内
で
人
気
の
回
転
寿
司
店
を
市
場

調
査
し
ま
し
た
。
店
の
仕
様
、
シ
ス
テ

ム
な
ど
は
殆
ど
日
本
と
同
じ
で
、
メ

ニ
ュ
ー
は
創
作
寿
司
、
刺
身
、
盛
り
合

わ
せ
、
麺
類
、
焼
き
物
な
ど
約
70
種
類

で
盛
り
沢
山
。
価
格
は
鰻
巻
寿
司
32
元

（
約
６
４
０
円
）、
刺
身
上
盛
り
合
わ
せ

98
元
（
約
１
、９
６
０
円
）、
握
り
（
２

巻
／
皿
）
は
18
～
28
元
（
約
３
６
０
～

５
６
０
円
）
等
や
や
割
高
な
印
象
。
ネ

タ
の
鮮
度
は
ま
ず
ま
ず
で
も
調
理
前
の

魚
が
何
か
？
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、同
店
は
毎
月
１
回
「
学
生
デ
ー
」

を
設
け
、
学
生
に
は
全
商
品
を
半
額
で

提
供
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
案
内
し
て

く
れ
た
学
生
も
「
こ
の
日
は
新
鮮
な
魚

が
安
価
で
食
べ
ら
れ
る
か
ら
、
毎
月
楽

し
み
に
し
て
い
る
」と
の
説
明
で
し
た
。

〔
最
南
端
へ
〕
県
民
交
流
団
は
、
最
終
日

に
リ
ゾ
ー
ト
地
で
大
型
ホ
テ
ル
と
高
級

マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
す
る
三
亜
市
を
訪

れ
、
束
の
間
、
ハ
ワ
イ
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
。
南
シ
ナ
海
を
望
み
、
延
々
と

続
く
見
事
な
海
岸
線
や
、
ゴ
ミ
一
つ
無

い
き
れ
い
な
砂
浜
に
感
心
し
、
中
国
最

南
端
を
示
す
文
化
遺
産
「
天
涯
海
角
」

を
見
な
が
ら
改
め
て
中
国
と
い
う
国
の

大
き
さ
を
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

　
（ 

文
：
一
般
財
団
法
人
兵
庫
県
水
産
振
興

　

 

基
金　
Ｕ
／
Ｔ
）

回転寿司店にて。カウンターの前を皿が流れる
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

平成28年度 兵庫県漁村子弟育英生募集!!�
（一財）兵庫県水産振興基金　

　（一財）兵庫県水産振興基金では平成28年度育英生を次のとおり募集します。
１　応募資格
　①�　県下の漁業協同組合又は水産系統団体に所属する組合員又は職員の「子弟」及び「遺族」であり、高校又は
大学等に在学（入学予定を含む）し、所属漁協・団体の長が育英生として適当と認めた方

　②　ただし、日本学生支援機構等から奨学金を受けている方は、本基金の育英生になることができません。
２　貸与金の額

学　　　　別 貸与月額
平成28年度から大学生の新規育英生に対する貸与金は、
月額30,000円に改正されました。

大　学　生 30,000円

高校生
寄宿生 25,000円
通学生 20,000円

３　申込方法
　　所属漁協を通じて「漁村子弟育英生申出票」、「貸与申込書及び添付書類」を提出してください。

提出期日
漁村子弟育英生申出票 平成28年３月31日（木）
貸与申込書及び添付書類 平成28年４月28日（木）

４　育英生の採用決定
　　本基金選考基準により審査のうえ採否を決定し、６月中旬頃に所属漁協を通じて連絡します。
５　育英資金の貸与方法
　　所属漁協を通じて、前期分・後期分をまとめてそれぞれ４月・10月に貸与します。
　　（なお、初年度前期分は７月に貸与）
６　貸与金の返還方法
　①　貸与金は無利息とし、貸与期間終了（卒業）後、１年間据え置き２年目から返還していただきます。
　②　返還期間は、貸与金額に応じて返還開始から５～10年間です。
７　その他
　�　漁船海難遺児に対しては、本基金の事業とは別に、兵庫県漁業協同組合連合会が事務局となって取り扱ってい
る有利な育英制度がありますのでご留意ください。

　
「
明
石
海
峡
安
全
対
策
協
議
会
」
と
は
、

平
成
20
年
11
月
26
日
に
、
明
石
海
峡
航
路

西
口
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
明
石
海
峡

航
路
中
央
第
１
号
灯
浮
標
に
、
漁
具
を
避

け
よ
う
と
し
た
巨
大
タ
ン
カ
ー
が
衝
突
し
、

灯
浮
標
を
流
出
さ
せ
る
事
故
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
漁
業
者
と
船
舶
運
航
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
意
見
を
交
わ
し
、
同
海

峡
の
安
全
航
行
・
操
業
に
繋
げ
る
場
と
し

て
、
神
戸
海
上
保
安
部
が
事
務
局
と
な
っ

て
平
成
21
年
２
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
第
８
回
目
と
な
る
今
年
は
、
１
月
26

日
（
火
） 

神
戸
市
に
あ
る
阪
神
港
神
戸
区・

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
テ
ナ
荷
役
施

設
「
神
戸
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｋ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
）」
で
行
わ
れ
、
漁
業
・
船
舶
運
航

関
係
者
ら
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
ま
ず
、
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
コ

ン
テ
ナ
荷
役
の
状
況
を
視
察
し
、
運
営
者

の
商
船
港
運
㈱
担
当
者
か
ら
「
同
施
設
が

国
際
物
流
の
主
体
的
な
荷
役
形
態
で
あ
る

コ
ン
テ
ナ
物
流
に
お
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア

と
関
西
圏
を
結
ぶ
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て

重
要
な
位
置
づ
け
で
あ
る
」
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
神
戸
海
上
保
安
部
よ
り
明
石

海
峡
付
近
の
航
行
環
境
や
主
な
漁
業
が
紹

介
さ
れ
た
後
、
上
記
事
故
の
原
因
と
な
っ

た
、
サ
ワ
ラ
・
タ
チ
ウ
オ
な
ど
を
獲
る
「
た

て
浮
き
流
し
漁
」
で
使
わ
れ
る
漁
具
の
紹

介
で
は
Ｊ
Ｆ
明
石
浦 

戎
本 

裕
明
組
合
長

が
、
直
接
手
に
取
り
、
フ
ロ
ー
ト
の
浮
き
・

沈
み
の
具
合
で
魚
が
掛
っ
て
い
る
こ
と
を

判
別
す
る
と
い
っ
た
漁
具
の
特
徴
や
詳
細

に
つ
い
て
説
明
も
行
な
い
、
そ
の
他
漁
業

の
操
業
実
態
を
は
じ
め
と
し
た
、
お
互
い

の
立
場
か
ら
事
故
防
止
に
向
け
た
活
発
な

意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（
文
：
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部
）

「
明
石
海
峡
安
全
対
策
協
議
会
」を
開
催

　

～
漁
業
者
と
船
舶
運
航
者
が
意
見
を
交
わ
す
～

漁具の説明を行う戎本組合長 神戸国際コンテナターミナルを見学
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○　申告書は、国税庁ホームページで作成できます。
　　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」のメリットは…

　　　１　税務署に出向く必要なし！
　　　　　作成した申告書等は印刷し、郵送等により税務署に提出することができます。
　　　　　また、ｅ-Ｔａｘを利用して送信することもできます。

　　　２　いつでも利用可能！
　　　　　確定申告期間中は、24時間いつでもご利用できます。

　　　３　自動計算機能！
　　　　�　毎年の税制改正に対応した自動計算機能により、計算誤りのない申告書等を作成することが

できます。

　　　４　前年データの利用可能！
　　　　　作成した申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申告でも利用できます。

○　振替納税をご利用の方の振替日は、次のとおりです。
　　申告所得税及び復興特別所得税　……………平成28年４月20日（水）
　　消費税及び地方消費税（個人事業者）………平成28年４月25日（月）

税に関する情報は　国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）

e-Taxに関する情報は　e-Taxホームページ（www.e-tax.nta.go.jp）

国  税  庁 検 索 

イータックス 検 索 

税務署からのお知らせ
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イ
カ
ナ
ゴ
漁
期
前
の
こ
の
時
期
に
安
全
運
航
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
、
大
型
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
動
力
性
能
の
体
験
な
ど

を
行
う
海
上
安
全
講
習
会
が
、
１
月
26
日
（
火
）、
芦
屋
市
の
独
立
行
政
法
人 

海

技
教
育
機
構 

海
技
大
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
神
戸
運
輸
監
理
部
、

海
技
大
学
校
の
主
催
で
、
海
難
事
例
の
解
説
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
、

Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
）
実
習
の
ほ
か
、
大
型
船
の
動
力
性
能
体
験
の
４
課
題
に
つ

い
て
講
習
が
あ
り
、
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
崎 

大
輔
会
長
）
を

は
じ
め
、
系
統
団
体
、
関
係
者
ら
約
30
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
同
校 
岩
瀬 

潔
教
授
に
よ
る
「
最
近
の
小
型
漁
船
の
海
難
事
例
か
ら
」
と
し
た

講
演
で
は
、
実
際
に
起
こ
っ
た
事
故
事
例
を
あ
げ
、「
事
故
原
因
で
一
番
多
い
の

が“
見
張
り
不
十
分
”。針
路
保
持
船
に
も
一
定
の
義
務
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

他
船
の
見
落
と
し
も
考
え
ら
れ
る
の
で
避

け
て
く
れ
る
と
は
思
い
こ
ま
な
い
こ
と
が

重
要
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

校 

濱
田 

聡
樹
助
手
は
「
救
急
救
命
講
習
」

と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
心
肺
蘇
生
法
）
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
の
ほ
か
、
落
水
者
の
救
助

方
法
な
ど
も
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
型
船
ブ
リ
ッ
ジ
と
そ
こ
か
ら
見
え
る

明
石
海
峡
付
近
の
風
景
を
忠
実
に
再
現
し

た
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
講
習
で
は
、
同
校
担

当
者
か
ら
、
航
海
上
の
注
意
点
を
聞
き
な

が
ら
、
参
加
者
が
舵
を
持
っ
た
り
、
レ
ー

ダ
ー
の
監
視
、
見
張
り
を
分
担
し
て
行
っ

た
り
し
、海
峡
付
近
を
航
行
さ
せ
ま
し
た
。

舵
が
な
か
な
か
効
か
ず
に
苦
労
す
る
場

面
や
、「
大
型
船
は
周
り
が
見
え
に
く
く
、

曲
が
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
そ

の
動
力
性
能
を
十
分
に
体
験
す
る
こ
と
が

出
来
た
よ
う
で
す
。

　
な
お
、
こ
の
日
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
が
作

成
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
命
を
守
る
運
動
～
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
安
全
操
業
を
～
」
が

初
め
て
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
着
用
推
進
を
目
的
に
制
作
さ
れ
、

漁
業
者
や
神
戸
運
輸
監
理
部
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
を
は
じ
め
と
す
る
系
統
団
体
職
員
が

出
演
し
て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
分
か

り
や
す
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。（
同
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
は
詳
し

く
は
次
号
で
紹
介
し
た
し
ま
す
）

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

ライフジャケットを着用することで助かる可能性は飛躍的に向上
します。
自分自身のために、そし
て、家族のために是非、
着用してください！

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全をサポー
トします。

浮力は充分にあり、動
きやすいように工夫さ
れています。
まだお持ちでない方は
是非！

※ 国土交通省の型式
承認試 験基準に合
格したものではあり
ませんので、一人乗
りの漁船の場合、ラ
イフジャケットを着
用してください。

海難事故をなくそう！

ライフジャケット
（固型式）
モデル：ＪＦ兵庫漁連
　　　  企画経営管理室
　　　  福田 美香さん

大型船シミュレーター研修を実施！
　～漁業者らが参加し、海技大学校で開催～

モデル：ＪＦ兵庫漁連 総務部 藤本 哲也さん

人形を使ってＣＰＲ・ＡＥＤの手順を確認「命を守る運動～ライフジャケットで安全操業を～」が上映されました
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　ＪＦ兵庫漁連とＪＦ兵庫女性連は、輝く未来を担う小中学生に、海を愛し、美しく豊かな海を守る事の大切さと漁業に親し
む心を育んでもらうため、「ひょうご海の子作品」（絵画・作文）を県下の小中学生を対象に募集し、作文75点、絵画1560点の
ご応募をいただきました。
　11月16日に作文部門、12月３日に絵画部門の最終審査会を行い、受賞作品が決定いたしましたので、その一部をご紹介いた
します。
 （絵画部門は14ページに掲載しています）

【作文部門】　
賞　　名 学　校　名 学年 氏　　名 題　　　名

兵庫県知事賞 淡路市立学習小学校 ５ 髙崎　大起 漁業について
兵庫県教育長賞 洲本市立由良小学校 ２ 中山　亜依 由良の海

ＪＦ兵庫漁連会長賞 淡路市立石屋小学校 １ 東根　　心 ぼくのおじいちゃん
淡路市立学習小学校 ６ 岡田　優人 海を温暖化から守る

ＪＦ兵庫女性連会長賞 淡路市立学習小学校 ６ 中尾　胡春 美しい尾崎の海から学んだこと
淡路市立学習小学校 ６ 笹本　広大 心と海

ＪＦ兵庫信漁連会長賞 淡路市立学習小学校 ５ 中山　　鈴 海をきれいに
淡路市立学習小学校 ６ 長野　心咲 海と人

農林中央金庫大阪支店長賞 淡路市立石屋小学校 ３ 谷口　綾人 ぼくのおじいちゃん
淡路市立学習小学校 ６ 森　　彩奈 海での仕事の苦労とすばらしさ

・ＪＦ兵庫漁連HPで、兵庫県知事賞と兵庫県教育長賞の作文を掲載中！
・２月下旬頃に、優秀作品を掲載した“ひょうご海の子作品集”を発刊予定です。

（敬称略）

※紙面の都合上、佳作は紹介しておりません。

漁
業
に
つ
い
て

�

淡
路
市
立
学
習
小
学
校　

５
年　

髙
崎　

大
起　

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
漁
し
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
漁
し
の
仕
事
を
見
て
き
ま
し
た
。
ぼ
く
が
保
育
所
の
こ
ろ
は
、
長
ぐ
つ

を
は
い
て
お
手
伝
い
を
よ
く
し
て
き
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
朝
の
三
時
に

起
き
て
く
ら
い
中
、
お
べ
ん
当
を
持
っ
て
仕
事
に
行
き
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
あ

み
の
仕
方
を
変
え
ま
す
。
夏
は
、
ハ
モ
、
タ
コ
、
イ
カ
、
オ
コ
ゼ
、
ア
ナ
ゴ
、
エ

ビ
、
な
ど
た
く
さ
ん
と
っ
て
き
ま
し
た
。
一
度
あ
み
に
ウ
ミ
ガ
メ
や
マ
ン
ボ
ウ
な

ど
ひ
っ
か
か
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
夏
の
漁
し
は
、
カ
ッ
パ
も
着
る
し

手
ぶ
く
ろ
に
長
ぐ
つ
も
は
く
の
で
と
て
も
暑
い
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
が
、
小
学
校

二
年
生
の
時
に
夜
中
の
三
時
に
起
き
て
船
に
乗
っ
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
仕
事
に
初

め
て
つ
い
て
行
き
ま
し
た
。く
ら
い
海
を
船
を
走
ら
せ
て
目
的
地
に
行
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
ね
む
け
と
ふ
な
よ
い
と
戦
い
で
す
。
ぼ
く
は
、
も
ど
し
な
が
ら
で
も
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
と
っ
た
魚
を
分
け
た
り
お
手
伝
い
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
昼
す
ぎ

の
二
時
ご
ろ
に
港
に
帰
っ
て
来
る
ま
で
た
い
へ
ん
で
し
た
。
港
に
つ
い
て
か
ら
も

仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。魚
を
分
け
て
な
ら
べ
て
順
番
が
き
た
ら
売
れ
ま
す
。

そ
れ
が
売
れ
た
ら
後
か
た
づ
け
を
し
て
仕
事
は
、
終
わ
り
で
す
。
と
て
も
つ
か
れ

ま
し
た
。
漁
し
っ
て
大
変
だ
な
と
思
い
ま
す
。
夏
の
暑
い
時
も
冬
の
寒
い
時
も
仕

事
に
行
か
な
け
れ
ば
な
れ
ま
せ
ん
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
夏
の
暑
い
時
は
、
と
て
も

し
ん
ど
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
が
初
め
て
仕
事
に
つ
い
て
い
っ
た
日
の
夜

は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
と
っ
た
魚
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
料
理
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
も
が
ん
ば
っ
て
働
い
た
か
ら
と
て
も
お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
味
は
、

一
生
わ
す
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
何
回
か
ま
た
仕
事
に
つ
い
て
行
き

ま
し
た
が
そ
の
一
年
後
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く

の
夢
は
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
み
た
い
な
漁
し
に
な
る
こ
と
で
し
た
。
漁
し
の
仕
事
は
、

と
て
も
大
変
で
す
が
そ
の
漁
し
の
人
が
が
ん
ば
っ
て
た
く
さ
ん
魚
を
取
っ
て
き
て

く
れ
る
お
か
げ
で
、
ぼ
く
た
ち
み
ん
な
が
お
い
し
い
魚
を
食
べ
れ
ま
す
。
お
い
し

い
魚
を
食
べ
る
た
め
に
も
、
ぼ
く
た
ち
み
ん
な
が
海
を
き
れ
い
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ご
み
と
か
き
た
な
い
水
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
漁
し
の
仕
事
を
そ
ん
け
い
し
ま
す
。

＜兵庫県知事賞＞

平成27年度　「ひょうご海の子作品展」
作文部門 受賞者決定！！
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　12月８日（火）・９日（水）、兵庫県農業共済会
館において、中小企業庁の補助による日本生協
連・兵庫県生協連共催「大規模災害対策・事業継
続（BCP）マニュアル策定研修会」を開催。日本
生協連 法務・危機管理室と株式会社 富士通総
研の協力のもと、生協グループにおける事業継続

（BCP）策定、平時の備えや非常時の優先事業の
継続方針、危機管理意識を深めることなどを目的
に研修を行い、兵協連の19会員生協、関連会社
など11団体、合わせて64名の方々にご参加いただ
きました。
　事業継続セミナー講習とBCP策定のすすめ方や
災害時の対応方針の検討、非常時体制の検討な
ど、迅速な初動対応、また、危機的状況にも俊敏
に対応できる“人財（材）育成”の必要性を学び
ました。
　参加者からは、「今まで、BCPの計画書を“作っ
ただけ”で終わっていることがよくわかった」「模
擬訓練では、身をもって体験できた」「訓練は臨
場感あふれるものだったが、シミュレーションで
できたことが本番でできるのか不安になった」「指
揮する人の役割がいかに大切か理解できた」など
の感想が寄せられました。阪神・淡路大震災から
21年を迎えた今年。今回の２日間の研修は、「BCP
の本質を学び、生き残るためのBCPを策定する」
実践に沿った研修会になりました。

　兵庫県農協青壮年部協議会は、若手農業者で
組織された県内５つのＪＡ青壮年組織で構成され
ており、盟友（会員）数は183人です。
　同協議会は、相互協力して情報交換や学習活動
を行い、安定した農業経営の確立や地域社会に根
ざした活動に取り組んでいます。
　10月にＪＡたじま八鹿総合営農生活センターで地
域のリーダーとしての意識向上を図るため、ＪＡ青
壮年部交流会を開催しました。「青年の主張」では、
ＪＡ兵庫南青壮年部会の盟友が『俺が跡を継ぐ！』
と題し、他業種から離職後、祖父の農業経営を継
ぎ、尊敬する祖父を越えたいという地域や自身の
農業経営に対する熱い想いについて発表しました。
続いて「青壮年組織の活動発表」では、ＪＡ兵庫
六甲西神戸農業経営者協議会岩岡青年部が『食と
職の壁～私たちの使命～』と題し、“食農教育”に
加え、地元の小学生に栽培から販売までを体験し
てもらう“職農教育”を実践していることについて
発表し、最優秀に選ばれました。１月に開催され
た近畿地区ＪＡ青年大会に出場し、最優秀賞を受
賞した岩岡青年部は、全国大会に出場します。
　また、12月にはＪＡ兵庫南の６次産業化拠点施
設「にじいろふぁ～みん」で地域の特産品をＰＲ
し県産県消をすすめる、食農イベントを実施しま
した。盟友らが持ち寄った各地域の特産品の販売、
県産モチ米を使った餅つきの実演やつきたて餅を
入れたぜんざいの販売を行い、多くの来店客で賑
わいました。

農業経営の確立や
地域社会に根ざした活動を

兵庫県農協青壮年部協議会

実践ＢＣＰで想定外を想定内に
～日本生協連・兵庫県生協連 共催 　　　
「大規模災害対策・事業継続（BCP）　

　　　　マニュアル策定研修会」を開催～

◀ 近畿地区ＪＡ青年 
大会で発表する岩岡
青年部の代表

▶ にじいろふぁ～みん
を訪れた子どもも
食農イベントに参加

▶ グループディ
スカッション
の発表で対策
を共有

◀ 発災の瞬間の
シェイクアウト
訓練
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「
安
全
操
業
」
と
「
食
育
運
動
」

　
19
日（
火
）に
行
わ
れ
た
大
輪
田
塾
１
月
講
座
は
、「
安
心
・
安
全
の
未
来
を

～
不
安
全
行
動
の
心
理
学
的
考
察
」、「
食
育
運
動
に
つ
い
て
」の
２
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
安
心
・
安
全
の
未
来
を
」で
は
神
戸
運
輸
監
理
部　

筒
井
宣
利
調
整
官
が
講

師
と
な
り
、ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
推
進
の
講
師
を
務
め
る
な
か
で
気
づ
い

た
漁
業
者
の
心
理
に
つ
い
て
、そ
の
反
応
か
ら
ど
の
よ
う
な
作
用
が
働
い
て
い

た
の
か
を
客
観
的
に
解
説
し
、自
ら
の
心
の
作
用
に
気
づ
い
て
も
ら
う
内
容
で

し
た
。心
理
学
な
ど
の
専
門
用
語
も
丁
寧
に
説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、実
習
も

交
え
、塾
生
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
内
容
に
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
「
食
育
運
動
に
つ
い
て
」は
県
健
康
増
進
課　

脇
重
裕
子
班
長
か
ら「
食
育
の

イ
メ
ー
ジ
は
？
」と
の
問
い
か
け
に
答
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、兵
庫
県
が
行
っ

て
い
る
食
育
計
画
の
内
容
や
、具
体
的
な
取
り
組
み
、さ
ら
に
非
常
時
に
お
け

る
“
食
”の
備
え
な
ど
、多
岐
に
わ
た
り
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。塾
生
に

と
っ
て
は
、知
識
を
深
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、自
ら
の
食
生
活
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

००
写真と文
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ダンシガシンダ

◆
立
川
談
志
に
は
女
性
フ
ァ
ン
も
多
く
、
終
演
後
に
演
芸
場
の
ロ
ビ
ー

で
大
勢
の
フ
ァ
ン
と
握
手
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
平
成
23
年
11
月
、
惜

し
ま
れ
て
の
逝
去
だ
っ
た
。
急
逝
の
少
し
前
、
Ｔ
Ｖ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で

『
芝
浜
』を
懸
命
に
調
整
す
る
姿
を
見
た
。
肝
心
の
声
が
細
く
な
っ
て
は

い
た
が
、
芸
人
魂
を
燃
え
上
が
ら
せ
鬼
気
迫
る
凄
さ
が
あ
っ
た
。
天
才

に
し
て
名
人
で
あ
る
。
談
志
の
魅
力
は
、
飛
び
ぬ
け
て
格
好
い
い
落
語

と
、
ズ
バ
リ
と
歯
に
衣
着
せ
ぬ
毒
舌
に
あ
り
、
思
う
事
を
直
言
す
る
凄

さ
は
、
誰
に
も
真
似
が
出
来
な
い
。
し
か
も
的
を
外
し
て
い
な
い
所
が

素
晴
ら
し
く
納
得
さ
せ
ら
れ
て
仕
舞
う
。
非
情
な
冷
血
漢
に
見
ら
れ
る

時
も
あ
っ
た
が
、
根
底
に
温
っ
た
か
な
モ
ノ
を
秘
め
た
他
人
思
い
の
家

元
だ
っ
た
。
だ
か
ら
厳
し
い
芸
修
行
に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
弟
子
が
従

い
後
継
す
る
芸
達
者
が
育
っ
た
の
で
あ
る
。

◆
談
志
が
29
歳
で
書
き
下
ろ
し
た
『
現
代
落
語
論
』が
あ
る
。
落
語
の

観
方
・
聞
き
方
か
ら
論
じ
、
落
語
に
は
現
代
に
通
じ
る
皮
肉
・
笑
い
・

真
の
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
い
ま
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
「
真
の
素
朴
な
豊

か
さ
や
正
義
感
」と
「
四
季
折
々
の
香
り
」を
感
じ
取
る
べ
き
だ
と
談
じ

る
。
古
典
落
語
に
こ
だ
わ
り
、
新
作
落
語
は
落
語
の
非
ず
と
断
言
し
た

り
、
今
の
有
り
様
で
は
「
能
」と
同
じ
道
を
辿
る
と
憂
慮
し
、
若
手
落
語
家
の
奮
起

を
煽
っ
て
い
る
。
彼
こ
そ
本
当
に
落
語
を
愛
し
た
人
だ
と
判
る
。
リ
ズ
ム
の
あ
る

噺
し
は
聴
い
て
楽
し
く
、メ
ロ
デ
ィ（
演
者
の
個
性
）に
江
戸
の
風
が
感
じ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
酔
え
る
真
の
落
語
で
あ
る
。

◆
「
よ
く
芸
人
、
舞
台
で
死
ね
り
ゃ
本
望
だ
な
ん
て
い
う
が
、
冗
談
い
う
な
い
。
こ

ん
な
汚
ぇ
所
で
死
に
た
く
ね
え
、
俺
は
家
で
死
ぬ
ん
だ
。
具
合
ワ
ル
け
り
ゃ
、
直

ぐ
帰
っ
ち
ゃ
う
。
カ
ミ
さ
ん
が
風
邪
引
い
た
っ
て
此
の
ま
ま
帰
っ
ち
ゃ
う
…
」こ

ん
な
マ
ク
ラ
を
平
気
で
喋
べ
っ
た
。
客
は
本
当
に
帰
り
そ
う
だ
か
ら
、
大
受
け
の

大
拍
手
を
送
っ
た
。
談
志
家
元
は
、
く
だ
ら
な
い
バ
カ
バ
カ
し
い
噺
し
を
良
く
演

じ
た
。「
大
岡
ァ
喰
わ
ね
ぇ
、
た
っ
た
越
前
」と
い
う
サ
ゲ
、
く
だ
ら
な
い
な
り
に

愛
す
べ
き
で
バ
カ
バ
カ
し
過
ぎ
て
嬉
し
く
な
っ
て
仕
舞
う
と
い
う
。
落
語
の
世
界

を
楽
し
む
に
は
、
江
戸
の
昔
を
想
像
し
な
が
ら
、
自
分
を
そ
こ
に
遊
ば
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
江
戸
の
風
を
肌
に
感
じ
て
浸
る
こ
と
こ
そ
、
重
要
な
の
だ
と
い
う
。

◆
談
志
の
芸
は
、
志
の
輔
・
談
春
・
志
ら
く
が
受
け
継
い
で
い
る
。
談
志
は
二
百

番
を
超
す
噺
し
を
残
し
た
。
昔
の
ま
ン
ま
を
演
じ
る
の
が
半
分
、
殆
ど
の
噺
し
を

自
分
流
に
改
作
し
て
演
じ
て
い
た
。
基
本
的
に
面
白
い
か
ら
残
っ
て
来
た
噺
し
だ

が
、
演
じ
手
が
下
手
で
は
笑
え
な
い
。
噺
し
は
時
代
に
寄
り
添
い
進
化
す
る
。
長

尺
で
覚
え
、
極
力
刈
り
込
み
再
び
編
集
す
れ
ば
、
メ
ロ
デ
ィ
が
生
ま
れ
風
が
吹
き

始
め
る
。
落
語
界
で
は
「
五
代
目
柳
家
小
さ
ん
」が
初
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
、
関
西
で
は
「
桂
米
朝
」が
人
間
国
宝
に
な
っ
た
。
惜
し

い
か
な
国
宝
認
定
は
無
か
っ
た
が
談
志
は
大
名
人
だ
っ
た
と
思
う
。

う
だ
つ
の
屋
根

「食育」について意見を交わす塾生

自分の心の働きについて学んだ筒井講師の講座
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　11ページに掲載しています「ひょうご海の子作品」の絵画部門で入選した皆さんをご紹介いたします。

【絵画部門】　
賞　　名 学　校　名 学年 氏　　名 題　　　名

兵庫県知事賞 学校法人瀧川学園滝川第二中学校 １ 伊原　　碧 たこつぼ漁
兵庫県教育長賞 神戸市立西山小学校 ５ 岩本茉梨鈴 海の街　神戸

ＪＦ兵庫漁連会長賞 播磨町立播磨南小学校 ２ 宗安　仁喜 おじいちゃんのふね
播磨町立蓮池小学校 ４ 佐伯　和香 たこ飯になるまで待ちきれないよ

ＪＦ兵庫女性連会長賞 神戸市立魚崎小学校 ４ 安井　勇陽 漁のお宝
神戸市立唐櫃小学校　 ３ 松岡　結斗 すいすい泳ぐ魚たち

ＪＦ兵庫信漁連会長賞 加古川市立氷丘南小学校 ５ 𠮷澤　知輝 深海魚
淡路市立東浦中学校 １ 中山　嵯希 橋のみえる港

農林中央金庫大阪支店長賞 神戸市立西山小学校　 ６ 山田　茉瑚 明石海峡を行く漁船
加古川市立氷丘南小学校 ５ 梶川　芽衣 ひるさがり

○　平成28年１月８日～平成28年３月末日（土日祝日を除く）
まで、兵庫県水産会館１階で受賞作品の展示会を開催中！
近くへお越しの際は一度見学してみてください！

○　ＪＦ兵庫漁連HPでも受賞作品を掲載中！
　  （http://www.seat-sakana.net/）

（敬称略）

※紙面の都合上、佳作は紹介しておりません。

平成27年度　「ひょうご海の子作品展」
絵画部門 受賞者決定！！

＜兵庫県知事賞＞
　たこつぼ漁

滝川第二中学校 １年  伊原　　碧さん ＜兵庫県教育長賞＞
　海の街　神戸

神戸市立西山小学校 ５年  岩本茉梨鈴さん
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